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昨年MayoClinicを 訪 れ た時,偶 々Dr.G.J.Culpの 手 術 を見学 する機会 を得 た .そ れ

は 尿道下裂 で,人 工尿痩は会陰部 に置 き,尿 道下面の切開創 の左右 に ビーズ玉 などの小道具

に代 えて,細 いゴム管 を縦 に枕 に し,両 側を1本 の細い ナイロソ練で縫合 してい くもので,

Denis-Brownの 改 良法 だ とい う説明 であつ た.し か し ここで私が言 いたいのは手術 のこと

ではない.

手 術は午前8時 か ら始 まる とい うので,前 夜は旅 中の夜遊びを慎 しみ,(も つ ともRoches-

terに は 夜 の面 白い所は ないそ うで)朝 も早起 きして参 観にでかけた .

手 術が朝 も早 くか ら行われ る とい うことは,手 術数 の多い場 合 もあろ うが,手 術 に よつ て

は長時間を要す るか らで ある.長 時間の手術が可能 になつた のは,麻 酔学 その他 の発達 に もよ

ろ うが,ま ことに最近 に於け る泌尿器科 の進歩 であつて,尿 路変換,形 成等 の手術は誰がや

つ て も長時間 を要 す る.長 時間 の手 術では,午 前中 か ら始 めて食事 もぬ いて夕刻 にも及ぶ こ と

が あ る.私 の教室生 活時代 には,手 術 を午前 中に行 うとい うことは,緊 急 の場合 を除 いて全

く無かった こ とで あつた.し か し最近は我 国で も大病院 のある ものは午前中 か ら手術が行わ

れ てい るよ うで,単 に 手術室 が少 い とい う理 由ばか りではないGenito-urologicsurgery

と して,と もか くAmericaの 水 準 に近 ずきつつあ るようであ る.

ひ るが えつ て一地方 病院で ある私 の ところな どどうであろ うか.半 年程前新館増築移転 を

機 にやつ と皮膚科 と泌尿器 科の部屋 を分離独立 した.小 病院ではいわゆ るKleinesFachと

い われ る皮膚科 ごとき.な かなか部屋 の拡大 な ど難か しいのであるが,そ れで も増築 に当つ

て 力説 これ努めて,泌 尿器 を皮膚科か ら切離 して,一 専門科 としてのspaceを 獲 得 した,も

ち ろん診療 上 いか に必要 とされ ても予算が沢 山あまつ て独立 したのでは ない し,大 学 と異つ

て教育 の必要上講座 を独立 す る とか,研 究機関 で もないか ら研究上必要だ というような理 由

の独立 はで きない.既 に数年前 か ら今 日あるを期 して,皮 と泌のcardを 別 に して,収 入面

か ら独立計 上 し,両 科 とも平等 に力を注 いで,他 のいわゆ るKleinesFachな み の収 入 を

あ げて,実 績 を示 して きた努力がみ のつ たのである.

先 ず部屋 を獲i得 しておいて,最 後の青写真決定 の時 ・医員 の不足 を理 由に・皮膚科の隣に

あ つた耳鼻 科を,廊 下 のは るか向側 に獲得 した泌尿器科 と交換 して も らつた ので ある.だ か

らよその科 か ら始 めは 「ウロデルは随分部屋 を広 くとつ たな」 と羨 しが られた ものだが,何

といつて も実績が ものをい う.

さ て この実績 とい うことは,つ ま りそれだけ忙 しい とい うことで・泌尿器科 の看板 を皮膚

科 か ら独立 して掲 げて も,と て も午前中か ら手術 とい う真似は できない・なにしろ午前中 は

外 来診療 とい う手一杯 の時間で ある.御 承知 の ように好む と好 まざるにかかわ らず ・現行 の
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健 保制 度 とい うものは数 で こな さなければ,ご は んが いただけない仕組み になつてい る・だ

か ら長時間を要 しそ うな手術 とな るとヤ リク リが大変 であ る.

大 学 の教室 が独立 し,私 の方 の部屋 も別れ ると,今 迄derma'とuroの 両 方 をてがけ て

きた働 きざか りのdoctorも,Dermatolo9志 望 の者 はuroを み たが らない し,ま たみ よう

ともしな くな る。あた らcystoscopeを 自由に操 る手腕 を もちなが ら,も つ たいない と思 う

のだが仕方が ない.同 じことはUrologに もい えて,ointmentの 使 い方 な ど豊富 な知識を

もちなが ら,dermaの 患 者 には そつぼ を向 く.無理 もないのであ るが,来 る患老 は拒 む訳 に

もいかない.一 人二役は軍人 で交豪,教 授 で小説家 とい うえ らい人 の例 もあ る.両 科練達 の

doctorに は やむをえず因果を含めて両方をやつ ても らう(も つ ともな ま じ皮 ・泌両 科を こ

なす腕 が あると,地 方の一人医長の病院へ飛ば され る懸念 もあ る らしい.)ま た患者 を数多

く片付 け るばか りが能 でな く.で きるだけ これをacademicに 整 理 しなければ な らぬ し,

そ の中か らなん とか地方 会に も出題 しなければ ならない,土 屋先生 には叱 られ るか も しれ な

いが,世 間 なみに学位 のほ しい士 には,も らえるよ うに配慮 もしなければ な らない せ わ し

い ことであ る.

そ こで こんなnonsenseも 起 つ て くる.例 えばuroへ 尿 道炎 の患 者が くる.こ の患者 は

けが もしている.初 診医 は他科依頼票 をdermaへ 書 く 患者 は所定 の手 続 きを してderma

の 部屋 にいつて診察 を受 ける.こ こで同 じ初診 医が診察 して軟下疽 と診断 をつけ る.つ ま り

自分 で依頼票 を書 いて,部 屋 をちが えてまた同 じ患者 を 自分がみ る とい う次第 で,患 老 は遠

まわ りして,同 じ医者 に再 び診 て もらうとい う次第 にな る.総 合病院 ではcardを 新 しくし

ただけで これ で僅か では あるが初診料 をいただ け る.

大 学院 の卒業生は泌尿器科 を専攻 して くるので結構 なのだが,御 承知 の ようにその絶体数

が今 の ところ少 い.

人 員を増 しての独立 な らよいが,そ の人が足 りない.こ れ な ら今迄通 り「皮膚科 泌尿器科」

という看板で,共 通 のせ まい部屋 でやつていた方が,doctorも あ き らめて両 科の患者 をみ

るし,能 率 が よかつた と思 うことす らある.む ろん今は過渡期 で ある ことは万万承知 の こと

ではあ るが.

西 目本連合地方 会でた またま同宿 した北陸 のM病 院 の1先 生 は,元 来はDermatologで あ

るが,一 人 で80名 内外 の外来 と30名 の入院患者 を扱い,手 術は ま とめてN校 か らUrologを

頼 んでする とい う話をきいた.こ の種 の病院は全国 にどれ位 あ ることか.こ れ では私 の所 な

どまだ まだ1uxuryだ と痛感 した.

それ はさておき医者が集 る ところ必 ず一 度は健 康保険 と専門医 の話が 出る.本 随想欄 で も

しば しば先人諸氏 に よつて泌尿器科 の独 立 とUrolo9の 不 足 は指 摘 され,P.R.そ の 他い ろ

いろの努力が続け られて きた。 ともあれ独立 したUrologで あ るか らにはphimosisdoctor

には な りた くない.

先 般亡 くなつ た芸術院会員 の小津監督 の映画に 「生れ ては みたけれ ど」 とい うのが あつた .

「別れ てはみ たけれ ど」 まだ まだ地方病 院の泌尿器科が,名 実 ともに独立 す るのは,さ きの

日のこ とであろうか.

そ こで稲 田先生 な らばお許 しであろ うと思 つて,広 告代無料 の貴重 な この紙面 を拝借 す る.

す なわち題 して曰 く 「求泌尿器科 医」

ちなみにMayoClinicのUroヱogicsurgeryは,Dr・G・J・Thompson以 下7名 ,

DermatologyはDr.L.A.Brumsteng以 下4名 の名札が掲げ られ ていた .




